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図 4 国力の充実度グラフ 図 5 国民の幸福度グラフ
〈振り返り〉
• 国力の充実と言いながら世界の中で強くなることを
考えている感じ。国民のために何かしてほしい。
・日本はすごいよ ！強いんだよ ！ということを見せつ
けるためにみんなが骨をおって働いていナニ国力の
充実は日本人が得すると思っていたけど，女性はあ
まり得しないので国の政府，貿易のためだと思った3
政府はあまり国民のことを気遣わないで行勁してい
る。
・政府は武器が増えて戦いやすくなった。外国の政府
から日本は強くて韓国はかわいそうと思われている
と思う。
・日本は自己中？工女だけに働かせ解いて自分はなに
もせずに世界一になって喜んでいるから。
・日本は産業経済を上げるために女性を働かせたり
したんだと思います。でも，工場を建てたと ころで
公害が発生したので，むりしない程度に働かせてあ
げてほしいと思いましte津田梅子さんは国民（女の
中心）にとって「神」だったと思います。
・すべてつながってて，国力は強くなったけど，国民
はもうめちゃくちゃになってる。戦争に勝つために
国力の充実をめざしていると思う。
［第10時】
グループで事象とこれまでのグラフの推移を確認し
ながら単元を貫く課題についてまとめた。どのグルー
プも国力の充実グラフは大きく ，国民の幸福度グラフ
は小さいものになっte
また，単元のまとめは f日本の国力は充実し，外国
から見た地位が上がった。国民は生活が大変だったが，
変定ょうとする運動をしていた」となった（図6)。
と-.-;. 
〈振り返り〉
・日本はこれでよかったと思います。なぜなら日本は
― 45 ―
国力の充実をめざしていたからです。結局日本は充
実したからよいと思いました3
• この政策で良い思いをしたのはほとんど日本で，国
民はあんまりよい思いをしなかった3
・外国から見て地位が上がったのはすごいと思った。
・日本の政府は良かったが，国民はよくながったつ国
民は良くなかったが，それでも自分たちで運動して
いることがすごい。
・日本の政策は国力を高めるために良い働きをしたと
思う。でも，国民に対して厳しいものだったので，
国力と国民の両方の充実はできなかったと考えた。
【第11時】
これまで獲得した知識と活用 • 発揮し，よりよい国
の在り方について考えるため，当時の日本に暮らして
いたら，生活をよりよくするためにどんなことをする
か。 という課題でそれぞれの解決策を表出させt~
睾決策〉
・警察に捕まるけれどデモ仮対運動）をする。女性の選
挙権がなく ，かわいそうだから。
・男女差別をなくすために平塚らいてうのように政府
にうったえる。
・政府の役人になるために選挙に出て，国民の給料を
上げる。これにより女性の収入も増え，人権差別も
少しは解消される。
・料理屋をしてお金を貯める。そしてうまくいけば全
国チェーンにして女性0膚りく場を増やす。
このように， 「人権」や「自由」「お金」について焦
点を当てた子どもが多く，解決するために国民の立
場で運動を起こす，政府の役人になり国を変える，個
人店を出し，商売で群らしをゆたかにしていく。など
様々な立場での解決策がでた。
〈振り返り〉
・私たちが考えた解決策実際に同じことを感じ，行
ったのかな。行ったとしても実を結ぶのは20年＜
らい先だと思うけど，みんなやっぱり人権を良く し
たいと考えていた。いろいろな解決策がきけて今日
は行ってよかったって思えました3
・今日の社会では， 自分の考えをボードにしつかりか
けにお金を増やすために店をたてるといいと思っ
たけど，お金がそもそもないかもしれないからやっ
ぱり難しそう。自分も選挙に出て政治を中身から変
えるという意見に納得した。
4. 2. 授業の考察
単元を貫く学習問題を設定したことによって， 単元
の終末まで子どもは 「国力は充実したのか」という視
点で学習む也めていることが振り返りから分かる。
比較グラフを活用することにより，同口視点での話
し合いができ，それぞれの見方が違うことにより，考
えの違いが出るため，一つの事象についての理解が多
面的になると考えられる。また，単元をとおしてグラ
フを活用していることで，グラフから違いを見つけ，
事象の内容を捉えながら自分なりの考えをもつことが
できている。また，単元の概念的知識についても「固
カの充実をめざす日本と国際社会」という単元名から
国側と国民側からまとめることができ，当時の人々に
寄り添えたことで理解に深まりが出ていると言える。
単元の終末には，「構想の過程」として知識の活用 ・
発揮場面を設定した。グラフをもとに，国をよりよく
するためにグラフ数値が低かった「人権」などに注目
し， 差別解消などについて当時の様子を踏まえながら
解決策を考えることができている。これらは，グラフ
の観点によって学習した知識が再構成され，生活をよ
くするための解決策の創造に至ったと言え，知識を活
用 • 発揮したと言えるだろう。
5. 成果と課題
本研究では2つの方法で主体的 ・対話的で深い学び
が実現させようと した。単元名から単元を貫く学習問
題を作ったことは，単元の終末までのゴールが明確に
なり ，目標を見失わず学習に取り組めたことから主体
的に取り組むことについて一定の成果があったと考え
る。また，観点を焦点化してグラフを作成したことは，
一つの事象に対して同口見点から考え話し合うことが
できたことから，対話が成立し，事象に対する理解が
深まったと考えられる。授業後の振り返りでは，対話
したことをきっかけに個人の考えを振り返り，新たな
視点での考えが生まれたことも成果と言えるだろう。
また，次単元にもこの単元で活用した観点を活かした
発言が多かったことから，社会科の用語の1衡辱にもな
ったと考えられる。
しかしながら，筆者自身がグラフを活用して学習を
深めるという軸がぶれ，グラフを作成させることが目
的化してしまったことで，子どもが混乱したことがあ
った。比較グラフの活用はあくまで対話的な土俵を作
り，学習を深めるためのツールである。目的は社会科
の目標を達成させることであり，方法はその目標に向
かうための学び方の一つである。これを忘れず，今後
も研究を進めていきたい。
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